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健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
乳幼児から高齢者までの障がいのある人が共に社会の一員として可能な限り、充実して普通の生活を送る事ができるように、共に支え合う心“共助の精神”をモットーに身体・精神の両
面から一視同仁の援助を行なってまいります。

事業所名 放課後等デイサービス　遊Ⅱ 作成日支援プログラム

集団生活を通して、見通しを立て自身で考えて行動できるようになること、また学習意欲を高め、文字や数字などの認識力を高められるよう支援する。
・絵カードを準備し、一日の流れの見通しを持てるようにする。
・活動を通して、文字や数などの認識力を高めると共に集中力を養えるようにする。

友達との関わりを通して、コミュニケーション力の向上を図れるよう支援する。
・言葉の意味を理解し、やり取りを楽しめるようになる。
・正しい発音を学べるようになる。

集団生活を通して人との関わりを学び、協調性・社会性を身に付けられるよう支援する。
・遊びなどを通して、物などの譲り合いや共に遊ぶ楽しさを味わえるようになる。
・ルールを守れるようになる。

支援方針

利用児が生活能力の向上のために必要な訓練を行い、及び社会との交流を図ることができるよう、利用児の身体及び精神の状況並びに置かれている環境に応じて、適切かつ効果的な指導
及び訓練を行う。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

・毎月：慶会、えいごあそび、園外活動。
・行事：運動会、夏祭り、発表会、クリスマス会、修了式。
・半期：家族会。

（別添資料１）

家族支援

・申し送りの際、お子様の様子についての情報共有。
・保護者様に応じて随時面談の時間を設け、悩みごとへの相談。 移行支援

・半期に１回、お子様の様子について、学校との情報共有。
・移行先の事業所とお子様の様子についての情報共有。

地域支援・地域連携

・地域のお祭りへの参加や公共施設主催のイベント参加。
・お子様に携わる関係機関（児童相談所や療育センター）との情報共有。 職員の質の向上

・療育研修会での支援に関する勉強や１on１ミーティングでの支援で
　困ったことへのフィードバック。
・専門分野の資格取得や研修への参加。

支　援　内　容

身辺処理の自立を図り、整理整頓を心掛け規則正しい生活を送れるように支援する。
・身だしなみを整える。
・整理整頓の方法を身に付ける。

楽しく活動を行う中で、運動遊びを通して、体幹を鍛え体の使い方を学び、運動機能の向上を図り、製作などを通して指先の機能の向上を図れるよう支援する。
・運動あそび：サーキット、サークル鬼ごっこ、サッカー迷路など
・製作：はさみ、折り紙、紐通しなど
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